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「高校生による、子どもの読書活動アシストについて」 

 

図書館の子どものための行事に、地元の高校生ボランティアの方々にお手伝いいただいた

際のことです。図書館員と高校生ボランティアが協力して、子ども達への読み聞かせや一緒に

ペープサート作りなどするというイベントでしたが、子ども達は、図書館員が一緒に何かをす

るよりも、高校生のお姉さん、お兄さんに、読み聞かせをしてもらったり、工作を教えてもらっ

たりする方が、より興味をもち、また、より楽しそうだ、と感じました。 

また、最初は照れていた高校生達が、子ども達に接するうち、積極的に声をかけ、工夫し

て教えるようになっていく姿をとても頼もしく感じました。 

高校生と一緒に、もっと子ども達に「楽しい！ 」と思ってもらえる図書館活動をしていけない

だろうか、高校生に、図書館としてもっと活動の場を提供していけないだろうか、という考えか

ら本事業は始まりました。児童室で毎月実施しているテーマ展示のディスプレイ（ロビー側展

示スペースの大型ガラス部分への飾りつけ）の作成を募集したところ、県内８ 校の高校生達

から参加希望があり、それぞれが工夫をこらして子ども達のために心を込めて素敵なディスプ

レイを作成してくれました。どのディスプレイも、本の世界を彩る魅力にあふれ、子ども達の世

界を更に大きく、深く広げてくれたことでしょう。 

また、この事業を通じて、図書館での読み聞かせ、青森県近代文学館での朗読イベントに

参加していただいた高校もありました。 

この事業が、子どもたちに本の魅力を伝え、子どもの読書活動の一層の推進を図るとともに、

高校生に社会参加活動や就業体験のきっかけとなる場を提供することで、図書館利用及び図

書館活動の活性化となれば幸いです。 

 

 

  



2 
 

 

  



3 
 

目   次 

 

９ 月 テーマ「おいも」･･･････････････････････････････････････････5 

     青森高等学校“Ａ Ｋ Ｇ ２ ”･･･････････････････････････････････6 

10 月 テーマ「まほう＆まじょ」････････････････････････････････････9

   弘前実業高等学校“弘実レインボーガールズ”････････････････10 

青森東高等学校“釉
ゆ

唄
う た

”･････････････････････････････････････12 

12 月 テーマ「クリスマス」････････････････････････････････････････15 

弘前工業高等学校“図書委員会＆美術部”････････････････････16 

弘前実業高等学校“チーム服デ”････････････････････････････18 

光星学院野辺地西高等学校“野西高３ ３ ＨＲ ”････････････････20 

１ 月 テーマ「へび」････････････････････････････････････････････23 

田子高等学校“田子高校 1 年図書委員会”････････････････････24 

２ 月 テーマ「ひっこし」･･････････････････････････････････････････27 

     青森戸山高等学校“青森戸山高校美術科有志”････････････････28 

青森中央高等学校“青森中央 Girls＆Boy”････････････････････30

【記事紹介】東奥日報に紹介されました。･････････････････････････････34

◆関連事業◆ 朗読会及びおはなし会の記録･････････････････････････35 

青森県近代文学館 企画展「加藤謙一と佐藤紅緑」記念 

高校生による 佐藤紅緑作品 朗読会･･･････36 

青森放送アナウンサーと高校生によるおはなし会･･･････････････････38 

  

 

 



4 
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

【テ ー

【展示

【担 当

【図書

   『お

４ ひ

口國博

と実験

イモ 

の秋

 

 

 

 

 

 

 

ー マ】 

示期間】 

当 校】 

書館での資

おおきなお

きのやまい
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望のきっかけ

当してくれ
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「お芋への

苦労ポイン

「表裏を合

こだわりポ

「大物をメ

した。」

●ちょこっとエ

実は、人

で、募集当

マでも、と

トップバッ

わいいディ

担当一同を

青森高等

名】 AK

生】 工藤

け】 I L

た皆さん

 

ポイント”

の愛を、全

ント” 

合わせるこ

ポイント” 

メインに、

 

エピソード●

人気が無かっ

当時は希望し

名乗りを上

ッターで手

ィスプレイを作

を小学校時代

等学校●

KG２ （2 年

藤 知明

ove Potat

から】 

 

全力で注ぎ

ことが難し

小物は自

● 

ったテーマ

してくれる学

げてくださっ

探り状態だ

作成してくだ

代にタイムト
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年生 1 名

先生 

to 

ぎました！

しかったで

自由感を持

「おいも」…

学校がありま

ったのが青

だったと思い

ださいました

トリップさせ

名，1 年生

！ 」 

です。」 

持たせるた

…。イメージ

ませんでした

青森高校さん

ますが、女

た。男の子の

てくれた作

1 名） 

ため、敢え

ジが膨らみに

た。そんな中

んです。 

女子２ 人組が

の紅白帽ウル

品です。 

えてバラバ

にくかったよ

中、どのテ

が、とっても
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バラにしま
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もか
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楽しんでく

一つ一つ

クッキーの

マントも工

ちょこっとエ
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消耗品「ゴミ

（なんとゴミ

ディスプレ

すが、それを

くて素晴らし

高等学校

名】 弘実

生】 佐々

け】  発

すこ
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きる

た皆さん

保育』の授

て作りまし

探しで、中

がポイント

工夫しました

ください。

違う星が

の洋服も細

工夫しまし

エピソード●

高校は、2 チ
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発達と保育
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また、家族

る機会とと
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授業を選択

した。」 

に入ってみ

トです！ 」

た！ フェル
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あります。
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室の中と外の
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めて感心させ

10 

ボーガール

子 先生
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ルトや毛糸

。その違

工夫しまし

の申し込みが

ディスプレイ
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せられた作品

ルズ（７ 名

 

において、
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募を勧めた

る３ 年生７
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した！ 」
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イができるの

していました

ンス側から同

てしまうなど、

品です。 
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、学んだ知
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子育て支援

た。 

７ 人で、子

ク感を子ど
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た。事前に出
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、高校生の

知識や技

援の意義

子どもたち

どもたちが

ました。触
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出された希望

も楽しみでし

るように作成
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触って感触

望の

した。

成しま

柔らか

で
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け】  図

事に

た皆さん

ポイント”

通った後の
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唄
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12 
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ため。 
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15 
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イを中心に
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素敵な演出

16 
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ゼントの中

るのが難

に光り輝く雪

じにしまし
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マスの王道

出でした。
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中身を想像

しく根気が
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フルなプレ

応募してくだ
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ら見てほし

した。」 
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裏表対象に
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しなければ

クラスのメ

力し、まと

で一番大切

トナカイの

ツリーは大

ずに何回も

つ一つのパ

全体が明る

さい作業も

かったし、

これを見て

作品はあた

壁画用に与

けではなく

るように工

全体のバラ

とでもかわ

こっとエピソ
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いので、もっ
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もたちに喜
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とまりが生ま

切な財宝を

の形よりリア

大きい分作

もやり直し

パーツの長

るく、子ど

もあって、だ

うれしか

て子どもが

たたかさが

与えられた

く、セロフ

工夫しました

ランスを考

わいくなるよ

ソード● 

ンで作った夜

林も、ちょう

っとたくさん

いただきまし

校● 

ーム服デ

々木 孝子

10 月「ま

から】 

が大変だっ

んでほしい

いのだとよ

全員で一つの

まれたと私

を手に入れ

アルにする

作るのが大

てしまった

長さや角度

どもたちから

だけど、ど

ったです。

喜ぶ姿を想

があって優

たスペース全

ォアンやフ

た。」 

考えながら、

ようにさらに

夜空をサン

うど雪景色

んの方に見て

した。 

18 

（５ 名）

子 先生

ほう＆まじ

った。少しず

い。こういっ

よく知った。

の作品を作

私は感じま

れたと思う。

ために頑張

大変でした。

たので、失

度を確認して

ら見て楽し

どんどん出

」 

想像しなが

しいと思い

全体を使え

フェルトなど

、ベットの

につけたり

ンタさんが飛

。表裏で作

ていただきた

 

じょ」参照

ずれている

った大きい

」 

作っている

す。この作

。」 

張った。」

。左右対称

失敗したあと

て合わせな

しくなるよう

出来上がって

がら作りま

いました。」

えるような

ど、色々な

大きさや飾

りなどしま

飛ぶ、幻想

作ってくださ

たくなり、児

照のこと）

るところもあ

いものを作

る中で知らず

作品の完成

称に長さを

とからはき

ながら作り

うに考えてや

ていく作品

した。また

 

デザインに

な素材を使

飾りを工夫

した。」 

的なディス

さいましたが

児童室と一般

 

あったけれ

るにはみん

ず知らずの

成よりも、こ

をそろえるこ

きちんと長さ

りました。飾

やりました

品を見てい

た、やっぱ

にしました

使ってより雰

夫したり、飾

スプレイです

が、あまりに

般室を結ぶ

れど、これを

んなで協力

のうちに協

この世の中

ことが出来

さを測り一

飾りつけも

た。めんどく

くのが楽し

り手作りの

。画用紙だ

雰囲気が出

飾りもちょっ

す。南

にかわ

ぶ通路

を

力

中

来

一

も

く

し

の

だ

出

っ
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●光星

【チ

【担 当

【希望

【担当

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保

ス

“ア

●

り

央

い

だ

ふ

星学院野

ー ム 名

当 の 先 生

望のきっかけ

当してくれ

保育の勉強

スの作品を

アピールポ

「紙だけで

ました。

が少しで

●ちょこっと

野西高３ ３

り口のディス

央の柱や、一

いしたところ

ださいました

ふれた１ ２ 月

野辺地西

名】 野西

生】 槙 

け】  ３

に役

た皆さん

強をしてい

を見て、子

ポイント ”

ではなく、

作品を見

でも出せた

とエピソード

３ HR は、今

スプレイのみ

一般室にあ

ろ、快く引き

た。児童室の

月でした。 

西高等学

西高３ ３ H

晴美 先

３ 年間学習

役立てても

から】 

いる人間福

子どもたち

” 

毛糸や綿

見て、クリ

たらと思い

ド● 

今回最多の

みをお願いし

る「子育て

受けてくださ

のみならず、

20 

学校● 

HR（２ ０

先生 

習した造形

もらえれば

福祉系列の

ちが笑顔に

綿、フェル

リスマスが

い、心をこ

の 20 名での

していました

て支援コーナ

さったうえ、

、図書館全

０ 名） 

形活動を子

ばと思い、

の生徒２

になってく

ルト、セロ

が待ち遠し

こめて作り

参加でした

たが、折角の

ナー」などの

他の場所

全体が、華や

子どもたち

参加希望

０ 人で作

くれたら嬉

ロファンも

しくなる、わ

りました。」

た。最初は児

の大人数での

のディスプレ

の分まで作

やかなクリス

ちの読書活

望しました

作りました。

嬉しいです

も使って工

わくわくす

 

児童室の入

の参加、中

レイをお願

作って来てく

スマスであ

活動推進

た。 

。クリスマ

す。」 

夫してみ

する感じ
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【テ ー

【展示

【担 当

【図書

   『ヘ

1998

局 

2007

真・文

町－」

1980

ました

 

 

 

 

 

 

ー マ】 

示期間】 

当 校】 

書館での資

ヘビのヴェ

）や『へび

1974）、『み

）、『ハブの

文 ポプラ

」（青森県

）など、今

た。 

「へび」

１ ２ 月２

田子高等

資料展示】

ェルディくん

びのクリク

みりょくのみ

の棲む島 

ラ社 200

県小学校国

今年の干支

 

２ ６ 日～１

等学校 

】 

ん』（ジャネ

クター』（ト

み ヘビ年

伝説のハ

5）、『青森

国語研究会

支である「

23 

１ 月２ ３

ネル・キャ

トミ－・ウ

年のひとの

ハブ捕り名

森の伝説』

会/編 青森

「へび」の

日 

ャノン/作

ンゲラ－/

の絵本』（五

名人と奄美の

「八の太郎

森県児童文

の魅力に迫る

今江祥智

作 中野完

五味太郎/作

の森の物語

郎と南蔵坊

文学研究会

る本や紙芝

智/訳 Ｂ Ｌ

完二/訳 

作 クレヨ

語』（西野

坊－上北郡

会/編 日本

芝居を集め

Ｌ 出版 

文化出版

ヨンハウス

野嘉憲/写

郡十和田湖

本標準 

めて紹介し

版

ス 

湖

し



 

●田子

【チ

【担 当

【希望

 【担当

    

 

 

 

 

 

 “見

 

“大

 

“一

 

●

布

冬

子高等学

ー ム 名

当 の 先 生

望のきっかけ

当してくれ

見てほしい

「ヘビの布

に。グラ

大変だった

「へびの縁

ました。

一年生図

「短い限

命やりま

すが、

ちょこっとエ

今年の干

布を使って

したので、

エントランス

冬眠してい

ビからツチノ

学校● 

名】 田子

生】 佐藤

け】  十

た生

つい

だと

た皆さん

 いところ ”

布の配列

ラデーショ

たところ”

縁取りです

。カーブの

図書委員の

限られた期

ました。普

図書委員

エピソード●

干支であるヘ

、かわいら

相談の上、

ス側からはシ

るヘビさん

ノコを発想す

子高校 1 年

藤 美智子

十二支それ

生徒の感想

いてもディ

と意欲的で

から】 

” 

列を考えま

ョンを意識

 

す。バイヤ

の部分をき

の紹介”

間の中で

普段の生活

員でこの制

● 

ヘビ。ちょっ

らしく、華や

窓の上から

シマシマの、

達からツチ

するというア

24 

年図書委

子 先生

れぞれの

想を聞きま

ィスプレイ

であったの

ました。濃

識しました

ヤステープ

きれいに

で少ない人

活ではは

制作をして

っぴり怖いイ

かに仕上げ

ら吊るして飾

、おしゃれな

チノコを探す

アイデアに脱

員会（４

 

姿を想像

ました。そ

イのアイデ

ので希望し

い色から

た。」 

プをボンド

貼るのが

人数で自分

あまり関わ

ているうちに

イメージのあ

げてくれまし

飾ることに。

なヘビが子

「つちのこ探

脱帽です。

名） 

像すると、

その一つで

ディアがどん

します。 

薄い色へ

ドで貼り付

大変でし

分たちにで

わる機会の

に仲良くな

あるヘビです

した。しっか

児童室側か

子ども達をお

探せるかな

楽しそう、

である「へ

んどん浮か

への変化が

付ける作業

した。」 

できること

の多くない

なれました

すが、色々な

かりした作りで

からは花柄、

お出迎えです

な？ 」も、ヘ

、といっ

へび」に

かびそう

があるよう

業は苦労し

を一生懸

い４ 人で

た。」 

な

で

、

す。

ヘ

う

し
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【テ ー

【展示

【担 当

   

【図書

   『と

きもち

い！  

笠原自

生は忍

い生活

紙芝居

 

 

 

 

 

 

ー マ】 

示期間】 

当 校】 

    

書館での資

とんことり』

ち』（柴田愛

小笠原の

自然文化研

忍びのつか

活への期待

居を紹介し

「ひっこ

１ 月２ ５

青森戸山

青森中央

資料展示】

』（筒井頼

愛子/文 

のノラネコ

研究所/監修

かい』（加

待とちょっぴ

しました。 

し」 

５ 日～２ 月

山高等学校

央高等学校

】 

頼子/さく 

長野ヒデ子

引っこし大

修 東京都

部鈴子/作

ぴり不安な

27 

月２ ７ 日

校 

校 

林明子/え

子/絵 ポ

大作戦』（高

都獣医師会

作 平澤朋

な気持ちが

 

え 福音館

ポプラ社 2

高橋うらら/

会/監修 

朋子/絵 岩

が入り交じる

館書店 19

2002）『野

/文・写真

学研教育出

岩崎書店 

る、「ひっ

86）、『あり

野鳥もネコも

真 永吉カヨ

出版 201

2012）な

こし」に関

りがとうの

もすくいた

ヨ/絵 小

11）、『転校

など、新し

関する本や

た

小

校

や



 

●青森

【チ

【担 当

【希望

 【担当

    

 

 

 

 

 

『森

まし

●

校

に

出

楽

森戸山高

ー ム 名

当 の 先 生

望のきっかけ

当してくれ

森のひっこ

した。動物

●ちょこっと

創立 30 周

校。現在は

に、是非お

出来上がっ

楽しい想像

高等学校

名】 青森

生】 吉澤

け】  美

味を

た皆さん

 

こし屋さん

物の愛嬌が

とエピソード

周年を迎え、

３ 年生のみ

お手伝いいた

ったディスプ

が膨らみま

校● 

森戸山高校

澤 美津子

美術科とし

をもったか

から】 

ん』をテー

が出るよう

ド● 

、来年には

み在籍してい

ただけないか

プレイは、ま

ました。 

28 

校美術科

子 先生

して校外の

から。 

マにつくり

うに工夫し

青森東高等

います。今事

かとお願いし

さに物語の

有志（９

 

の活動で共

りました。

しました 

等学校と統合

事業最後のテ

して、引き受

世界。素敵

名） 

共同作業が

子供のき

合となる青森

テーマとなる

受けていた

敵なストーリ

ができる

きもちにな

森戸山高等学

る「ひっこし

ただきました

リーとともに

ことに興

なって考え

学

し」

。

に、

え
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●青森中央高等学校● 

【チ ー ム 名】 青森中央 Girls＆Boy（１ ２ 名） 

【担 当 の 先 生】 木下 和子 先生 

【希望のきっかけ】  総合学科の生活科学系列で保育の科目を選択していま

す。「児童文化」という科目で絵本や壁面構成についても

勉強しているので、今回の児童室ディスプレイを希望しま

した。 

 【担当してくれた皆さんから】 

 

 

 

 

 

       

 

 

      

  

 

 

 

 

「青森中央高校、生活科学系列の保育選択者一同で作りました。新居を目

の前にはしゃぐ子どもたちや、その子どもを見て微笑む大人を表現しまし

た。新しい生活が始まる家族の、これからに対する期待を感じてもらえれ

ば嬉しいです。」 

「“引越し”という題材は少し難しかったです。みんなそれぞれの発想を一

つの作品にして、とてもいいものになったと思います。色の組み合わせな

どを考えるのが、少し難しかったです。 

「引越しを題材にしたので、人物や人の動きを考えるのに苦労しました。 

みんなで協力して作ることができてよかったです。」 

「“引越し”というテーマはとても難しかったです。まずは引越しといえばと

いうことで、みんなで案を出し合いました。細かいところまでちゃんと作っ

たので、子どもたちに何か伝わってくれればいいと思いますし、何より子

どもたちが笑顔で楽しんでくれたらと思います。」 

「最初はテーマが「引越し」ということで、難しく、どんなものが完成する

のか不安でしたが、みんなでアイディアを出し合って協力して作ったら、

可愛い作品ができたので、良かったと思います。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人

「“引

け

しか

「引

荷

「さく

良

「和

「さく

「さく

●ち

た

窓

て

違

人物を作る

引越し”い

けれど、みん

かったです

越しという

荷物をダン

くらの花び

良かったで

和紙を使っ

くらの花を

くらをちぎ

ちょこっとエピ

児童室に見

た青森中央 G

窓の外はまだ

また、お父

てあるなど、

ちなみに、

違いではあり

るときに、ち

いうテーマ

んなが描

す。良い

うテーマは

ンボールで

びらをちぎ

です。」 

て、花っ

を、ちぎり

ぎり絵にし

ピソード●

見学のため来

Girls＆Boy

だまだ寒い雪

父さんが持っ

随所にこだ

チーム名は

りません。そ

ちゃんと人

マを聞いた

いた絵を

思い出に

はどういう

で作ったり

ぎって作る

ぽくできて

り絵の技法

したのがポ

来館した際、

さん。ちぎ

雪景色でした

っている段ボ

だわりが。

は、Boys の間

その理由は、

31 

人物っぽく

たとき、な

を参考にし

になりました

う風にする

したので、

るのが大変

てよかった

法で表現で

ポイントです

、ディスプレ

り絵の技法

たが、児童

ボールは、実

間違いでは

HP の制作

く見せると

なかなかイ

て協力して

た。」 

るか、考え

、そこを見

変だったけ

たです。」

できました

す。」 

レイを見て参

法で作った桜

室が一気に

実際に段ボ

はないの？ と

作風景にヒン

ところが大

イメージが

て完成す

えるのが難

見て欲しい

けど、リア

 

た。」 

参加を申し込

桜の木は、と

に春めきまし

ボールとガム

と質問があり

ントが…。 

大変でした

が浮かばな

ることがで

難しかった

いです。」

アルにでき

込んでくださ

とても華やか

した。 

ムテープで作

りましたが、

た。」 

なかった

できて楽

たです。

 

きたから

さっ

か。

作っ

間
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【記事紹介】東奥日報に紹介されました。 

  

東奥日報 夕刊 平成 24 年 12 月 18 日 第 4 面掲載 

この画像は、当該ページに限って東奥日報の記事利用を許諾したものです。 

転載ならびにこのページへのリンクは固くお断りします。 

 



35 
 

 

  

◆関連事業◆ 

 朗読会及びおはなし会の記録 



 

高校
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当館併設

11 月 25 日

開催しまし

 朗読した

く弘前出身

 

   日 

   朗 

   朗読

   担当

 

  

に

の

人

追

青森県

校生

設の青森県

日）を記念

した。  

た作品は、

身 佐藤紅緑

 時：平

 読：弘

読作品：「少

当教諭：幸

弘前工業高

に命が吹き込

今読むと、

の声で読み上

人物と同年代

作品中の少

追体験するこ

県近代文学

による

県近代文学館

し、「高校生

弘前出身の

緑の少年向

平成 24 年 1

弘前工業高等

少年賛歌」

幸山朋人 先

 

高等学校生

込まれまし

、どうしても

上げられる

代の男子生

少年達の苦

ことができま

学館 企画

る 佐

館の企画展

生による佐

の「少年倶楽

け小説「少

0 月 28 日

等学校（図

（佐藤紅緑

先生 

生徒の皆さ

した。 

も古めかし

ると、古さを

生徒二人によ

苦しみ、喜

ました。（青

36 

画展「加藤

佐藤紅

展「加藤謙一

佐藤紅緑作品

楽部」編集

少年讃歌」

（日） 午

図書や朗読に

緑作品） 

んのみずみ

しい印象が否

を感じなくな

よる会話の

びがリアル

青森県近代

藤謙一と佐

紅緑作

一と佐藤紅

品朗読会」

集者 加藤謙

です。   

午後 2 時 45

に興味のあ

みずしい朗読

否めない紅

なるから不思

掛け合いは

ルに伝わり、

代文学館）

佐藤紅緑」

作品

紅緑」（平成

を青森県近

謙一の勧め

        

5 分～3 時

ある生徒） 

読によって

紅緑の文章

思議です。

は絶品でした

当時の読

」記念 

朗読

成 24 年 10 月

近代文学館

めで書き始め

         

15 分 

6 名 

て、紅緑作品

が、高校生

特に、登場

た。 

読者の感動を

読会 

月 13 日～

館ロビーで

めた、同じ

         

品

生

場

を

じ 

          



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ

 

陸奥新報

この画像は

転

報 ２ ０ １

は当該ページ

転載ならびに

２ 年（平成

（陸奥

ジに限って陸

にこのページ
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成２ ４ 年）

奥新報社提

 

陸奥新報の

ジへのリン

１ ０ 月２ ９

提供） 

の記事利用

ンクは固くお

９ 日（月曜

を許諾した

お断りします

曜日）２ 面 

たものです。

す。 

 



 

青森
 

 読みきか

アナウンサ

実施した。

 

１  夏休み

 

日   

 実 演 

 読んだ絵

森放送ア

かせ活動の

サーと高校生

 

みおはなし

時：平成

者：青森

絵本：テー

21 日

22 日

 

アナウ

の一環として

生ボランテ

し会 

成 24 年 8 月

森高等学校 

ーマ「読み継

日『にんじん

え 童心

日『かばくん

ンサー

て、小学校等

ィアによるお

月 21 日（火

図書委員

継がれてき

んさんがあ

心社 1990

ん』（岸田衿
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ーと高校

等の夏季・

おはなし会

火）・22 日

員 各日 1 名

きたお話」

あかいわけ』

0） 

衿子/作 中

 

校生に

・冬季休業

会を当館児童

（水） 午

名（計 2 名

』（松谷みよ

中谷千代子

によるお

期間中に、

童閲覧室お

午後 2 時～2

名） 

よ子/ぶん 

子/絵 福音

おはな

青森放送

おはなしコー

2 時 30 分 

ひらやまえ

音館書店 1

平成 24 年 8

平成 24 年 8

なし会

（RAB）

ーナーで 

えいぞう/

1973） 

8 月 21 日

8 月 22 日



 

２  冬休み

 

日   

 実 演 

 読んだ絵

     

     

     

 

     

子

で

みおはなし

時：平成

者：青森

絵本：テー

   9 日

    

  10 日

読みきか

おはなし

子どもたちは

でした。会

し会 

成 25 年 1 月

森中央高等学

ーマ「心が温

日『なかよし

『おへんじ

日『おっきく

プレス 

『あおくん

 

かせの絵本は

し会は、子ど

は読みきか

会終了後の高

月 9 日（水）

学校 総合

温かくなる本

しゆきだるま

じください。』

くなったら』

2012） 

んときいろ

は、テーマ

どもたちとの

かせに耳をす

高校生の皆
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）・10 日（

合学科（保育

本」 

ま』（白土あ

』（山脇恭/

』（エマ・ド

ちゃん』（レ

 

マに合わせ一

のやりとりも

すませ、絵

皆さんのおだ

（木） 午後

育選択者）

つこ/作・絵

/作 小田桐

ドッド/文・

レオ・レオ

一人ひとり選

も交えなが

絵本の世界を

だやかな笑

後 2 時～2 時

 各日 2 名

絵 ひさかた

桐昭/絵 偕

絵 たなか

ーニ/作 至

選んだもの

ら進んでい

を楽しんで

顔が印象的

時 30 分 

名（計 4 名

たチャイルド

偕成社 20

かゆうこ/訳

至光社 1

のです。 

いきました。

くれた様子

的でした。 

平成 25 年

平成 25 年

名） 

ド 2011）

004） 

訳 バベル

967） 

 

子 

1 月 9 日

1 月 10 日

 

 



 

 
 

 

  



 

 

 

  

事業

 

担当：参考

清水

考・郷土室，

水主任司書，

児童閲覧室

赤石主任司

室 

司書，奈良司司書 
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